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一
念
発
起
し
夢
実
現
！

ピ
ー
マ
ン
農
家
の

や
り
が
い

関連記事 P.24



　令和３年第３回定例会は、９月10日から９月
29日までの20日間の会期で開きました。
　町長から提案された令和２年度一般会計、各
特別会計、水道事業会計の決算は、決算審査特
別委員会を設置して審査を行い、全ての会計を
認定しました。（関連記事P.２～５）
　本町の一般会計は、例年約56億円で推移して
います。令和２年度は、新型コロナウイルス対
策として、生活者や事業者への支援、感染症対

策等々が国の政策で行われました。このことに
より、令和２年度の歳入決算額は72億円超、歳
出決算額は69億円超となりました。また、令和
２年７月の大雨により発生した災害箇所は、国県
の補助金を活用して復旧工事が行われました。
　水道事業は企業会計として初めての決算でし
た。総収益から総費用を差し引くとマイナスとな
り、厳しい経営でのスタートとなりました。

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

町税の内訳
区　分 金　額

町民税 2億2824万円

個人 1億9384万円

法人 3439万円

固定資産税 5億3954万円
志布志石油
備蓄基地分 2億8197万円

軽自動車税 3087万円

軽自動車 2959万円

環境性能割 128万円

町たばこ税 4513万円

　

主
な
理
由
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
が
４
億
６
１
６
３
万
円
増
で
す
。

ま
た
、
志
布
志
石
油
備
蓄
基
地
に
か

か
る
固
定
資
産
税
（
国
有
資
産
等
交

付
金
）
は
、
約
２
１
８
５
万
円
減
と

な
っ
て
い
て
、
償
却
資
産
評
価
額
の

減
に
よ
り
、
年
々
減
額
し
て
い
ま
す
。

　
東
串
良
町
の
財
政
は
表
１
の
と
お

り
早
期
健
全
化
基
準
以
下
で
あ
り
、

良
好
な
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
水
道
事
業
会
計
の
資
金
不
足
比

率
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※�

数
値
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
場
合

は
、「
－
」
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

財
政
は
引
き
続
き
良
好

決算額　72億円超決算額　72億円超

町税
８億4380万円
（11.7％）

自　　 　 　
　主  　 　

　財　 
   源

　　（31.1％）
依　　 　 　
存   　　 　
財    　　 
 源   　

　　（68.9％）

繰入金
１億3755万円
（1.9％）

寄附金
９億1022万円
（12.6％）
ふるさと納税など

地方交付税
18億2765万円
（25.3％）

自治体の規模や人口に応じて
国から交付される

町債
５億6951万円
（7.9％）
町の借入金

県支出金
７億5071万円
（10.4％）

国庫支出金
16億2801万円
（23.0％）

地方消費税等
１億8468万円
（2.6％）

分担金・使用料等
３億6468万円
（5.1％）

歳  入
72億

1683万円

自
主
財
源 

対
前
年
度
比

約
２
億
４
３
４
５
万
円
増

ピックアップピックアップ

（表１）
健全化判断比率の区分
（一言で表すと）

早期健全化
基準

令和
２年度

①�実質赤字比率�
（一般会計の赤字度） 15.0％ －

（良好）
②�連結実質赤字比率�
（全会計の赤字度） 20.0％ －

（良好）
③�実質公債費比率�
（借金割合） 25.0％ 7.8％

（良好）
④�将来負担比率�
（財政圧迫度） 350.0％ －

（良好）
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令和２年度 
決 算 認 定

　
令
和
２
年
度
末
現
在
の
一
般
会
計

と
特
別
会
計
の
合
計
で
す
。

▼
町
債（
借
入
金
）

　
57
億
６
３
１
０
万
円

▼
基
金（
貯
金
）

　
29
億
８
８
４
１
万
円

町
の
借
入
金
と
貯
金

一般会計歳入一般会計歳入

民生費
15億4485万円
（22.1％）

子育て世帯応援給付金や
敬老年金、副食費補助など

総務費
15億9890万円
（22.9％）

特別定額給付金、えがお支援
給付金、公共交通事業者応援

給付金など

農林水産業費
７億3556万円
（10.5％）
岩弘地区圃場整備、

メロン農家支援給付金、
かごしま園芸産地整備など

土木費
３億3014万円（4.7％）
町道整備、
中学校教頭住宅建設など

公債費
５億4692万円
（7.8％）
借入の返済

教育費
４億5365万円
（6.5％）
学業支援給付金、
中学校体育館

ＬＥＤ照明取付など

衛生費
３億4274万円（4.9％）
子ども医療費助成など

商工費
３億7865万円
（7.8％）

消防費
３億527万円
（4.4％）
消防車両購入など

その他
11億2388万円
（16.1％）

円山公園管理センター
新築工事、50％割り増し
プレミアム商品券発行など

歳  出
69億

8196万円

令和２年度特別会計歳入歳出決算状況 ※１万円未満を切捨てています

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額
国民健康保険特別会計 10億9900万円 10億4546万円
介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 9億4865万円 8億6488万円
介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 650万円 542万円
後期高齢者医療特別会計 1億 420万円 1億 334万円
　合　　　　　計 21億5837万円 20億1912万円
　前年度決算額との比較 7%減 8%減

令和２年度水道事業会計決算状況
※１万円未満を切捨てています

水道事業会計の経営成績
※１万円未満を切捨てています

収入決算額 支出決算額
収益的 1億768万円 1億1984万円
資本的 0円 4921万円
特例的 1262万円 1194万円

総収益 1億 　72万円
総費用 1億1519万円
純損失 1447万円

災害復旧工事（岩弘下中線）　１５０７万円

公共施設にサーマルカメラ
10台を設置　　　67万円

災害復旧工事（岩弘下中線）　１７８８万円

厳しい経営・
赤字と

なっている。
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決算審査の報告決算審査の報告決算審査の報告決算審査の報告

●�
防
火
水
槽
の
設
置
や
小
型
動
力

ポ
ン
プ
水
槽
車
の
購
入
に
よ
り
、

防
火
に
対
す
る
整
備
が
図
ら
れ

て
い
る
。

●�

防
災
拠
点
機
能
強
化
の
た
め
、

災
害
時
に
重
要
な
電
子
機
器
が

集
中
す
る
庁
舎
２
階
の
防
災
強

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

●�

避
難
所
用
資
機
材
（
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
）
の
購
入
に
よ
り
、
災

害
時
の
感
染
対
策
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
。

●�

交
通
安
全
対
策
事
業
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
町
民
の
安
全

に
か
か
わ
る
学
び
を
継
続
し
、

交
通
事
故
防
止
の
啓
発
が
図

ら
れ
て
い
る
。

●�

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
増
や
す
工
夫
を
す

る
な
ど
し
て
、
増
額
し
た
こ
と

に
よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
と

地
域
産
業
の
振
興
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。

●�

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
受
け
入
れ
体
制

事
業
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

使
用
し
た
移
住
相
談
等
の
事

業
の
継
続
が
図
ら
れ
て
い
る
。

●�
円
山
公
園
に
管
理
セ
ン
タ
ー

や
複
合
遊
具
が
設
置
さ
れ
、
観

光
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

円山公園内の観光整備が順調に進められている円山公園内の観光整備が順調に進められている

道路に埋設された防火水槽を調査道路に埋設された防火水槽を調査

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
歳
入
・

歳
出
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
役
場
庁
舎
は
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
重
要
な
施
設
で
す
。
庁
舎
２
階
に
雨
戸
を
取
付
け
、
防
災
強
化

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
大
幅
な
増
額
と
な
り
評
価
で
き
る
も
の
で
す
。
一
方
、
税
の

徴
収
強
化
を
図
る
た
め
専
門
職
員
を
配
置
し
積
極
的
に
滞
納
処
分
を
進
め
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

防
災
拠
点
機
能
強
化
な
ど
評
価

税
の
積
極
的
な
滞
納
処
分
を
提
案

予
算
執
行
・
事
業
効
果

　
評
価
す
る
意
見
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令
和
２
年
度
決
算

監
査
委
員
の
意
見

町
当
局
に　
　
項
目
の
政
策
を
提
案

1
徴
収
の
専
門
員
を
配
置

し
、
徴
収
の
強
化
を
図
る
た
め
に

も
滞
納
処
分
を
積
極
的
に
す
す
め
、

税
の
公
平
性
に
努
め
ら
れ
た
い
。

2
児
童・
生
徒
の
学
力
・
体
力

向
上
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
か
つ
即

効
性
の
あ
る
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

3
学
校
給
食
の
食
材
は
、
作

り
手
の
顔
が
見
え
る
よ
う
な
地
産

地
消
に
努
め
、
一
層
、
食
育
活
動

に
力
を
入
れ
ら
れ
た
い
。

4
障
害
者
福
祉
費
の
う
ち
特

に
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て

は
、
町
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ

う
に
、
国
や
県
の
負
担
を
増
や
す

よ
う
働
き
か
け
に
努
め
ら
れ
た
い
。

5
敬
老
年
金
は
、
支
給
年
齢

の
引
き
上
げ
を
検
討
さ
れ
た
い
。

6
高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
交

通
手
段
に
つ
い
て
は
、
全
町
を
考

慮
し
た
対
応
を
検
討
さ
れ
た
い
。

7
水
道
事
業
会
計
は
赤
字
決

算
と
な
っ
て
い
る
が
、
急
激
な
水

道
料
金
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
検
討
さ
れ
た
い
。

8
柏
原
海
岸
漂
着
ご
み
は
本

町
の
ご
み
搬
入
量
と
な
っ
て
い
る
が
、

広
域
の
問
題
で
あ
る
の
で
大
隅
肝

属
広
域
事
務
組
合
で
取
り
上
げ
て

問
題
の
解
決
に
努
め
ら
れ
た
い
。

9
移
住
相
談
は
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
て
、
相
談
件
数
が
増
え

る
よ
う
に
開
催
回
数
や
機
会
の
工

夫
を
図
ら
れ
た
い
。

⓾
お
お
す
み
未
来
会
議
の

活
動
成
果
が
見
え
な
い
の
で
、
町

も
積
極
的
に
観
光
開
発
の
働
き
か

け
に
努
め
ら
れ
た
い
。

�
水
土
里
サ
ー
ク
ル
の
活
動

区
域
の
拡
大
を
図
ら
れ
た
い
。

�
農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、

水
土
里
サ
ー
ク
ル
事
業
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
継
続
的
に
努
め
ら
れ
た
い
。

�
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
機
器

に
つ
い
て
は
、
家
畜
糞
尿
を
取
り

扱
う
た
め
腐
食
が
進
み
や
す
く
、

ま
た
、
異
物
混
入
に
よ
り
損
傷
を

受
け
や
す
い
の
で
定
期
的
な
点
検

と
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

�
高
能
力
牛
受
精
卵
の
移
植

に
つ
い
て
は
、
受
胎
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

�
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、捕
獲
方
法
（
く
く
り
わ
な
等
）

を
工
夫
し
実
績
を
上
げ
ら
れ
た
い
。

�
農
業
公
社
を
設
置
し
て
、

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
体
制

を
確
立
し
、
新
規
就
農
者
や
農
業

後
継
者
の
育
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

�
消
防
組
合
市
町
負
担
金
の

算
出
方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

構
成
市
町
と
協
議
を
進
め
、
負
担

金
の
公
平
性
に
努
め
ら
れ
た
い
。

�
本
町
の
安
定
し
た
行
財

政
運
営
の
た
め
に
、
今
後
と
も
地

方
交
付
税
や
国
有
資
産
等
所
在
市

町
村
交
付
金
、
石
油
貯
蔵
施
設
立

地
対
策
等
交
付
金
等
の
制
度
維
持

を
引
き
続
き
政
府
に
強
く
求
め
ら

れ
た
い
。

　

ま
た
、
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対

策
等
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
一
般

財
源
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
全

国
石
油
備
蓄
協
議
会
等
で
の
積
極

的
な
要
望
活
動
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
書
な
ど
を
審
査
し
た

結
果
、
そ
の
計
数
は
誤
り
の
な
い

も
の
と
認
め
た
。

　

全
体
の
予
算
執
行
率
は
、
歳
入

１
０
０
・
３
％
、
歳
出
96
・
３
％
、

決
算
収
支
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は

３
億
７
４
１
１
万
９
０
０
０
円
の

黒
字
と
な
り
、
実
質
収
支
額
で
も

３
億
７
３
１
６
万
８
０
０
０
円
の

黒
字
と
な
っ
た
。

　

令
和
２
年
度
で
は
、
コ
ロ
ナ
に

関
連
す
る
特
別
定
額
給
付
金
事
業

や
え
が
お
支
援
給
付
金
事
業
等
、

町
道
整
備
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
、

保
育
所
等
整
備
事
業
、
ま
た
、
観

光
面
で
の
拠
点
施
設
と
な
る
円
山

公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど

数
多
く
の
事
業
が
執
行
さ
れ
、
町

民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
と
と
も
に

地
方
創
生
の
潮
流
を
と
ら
え
た
本

町
独
自
の
事
務
事
業
の
選
択
と
集

中
、
効
果
的･

効
率
的
な
執
行
に

よ
り
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

（
審
査
意
見
書
か
ら
一
部
抜
粋
）

　

水
道
事
業
会
計
は
、
純
損
失
額

１
４
４
７
万
３
２
３
９
円
の
厳
し

い
経
営
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

公
営
企
業
と
な
っ
た
水
道
事
業
は
、

受
益
者
が
使
用
し
た
水
道
料
金
等

で
経
営
す
る
独
立
採
算
制
で
あ
り
、

黒
字
決
算
と
な
る
こ
と
が
好
ま
し

い
。
有
収
水
率
の
向
上
や
水
道
料

金
の
未
収
額
収
納
対
策
等
が
経
営

の
健
全
化
を
図
る
う
え
で
の
重
点

課
題
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
は
、
ま
す
ま
す
人
口
減
少

が
予
想
さ
れ
、
料
金
収
入
も
減
少

が
見
込
ま
れ
る
。
し
か
も
、
老
朽

化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
な
ど
投

資
費
用
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

水
道
は
住
民
生
活
の
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
安
定
的
に

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公

営
企
業
経
営
の
基
本
原
則
で
あ
る

公
共
性
・
経
済
性
を
十
分
認
識
し
、

良
質
で
安
全
な
水
の
提
供
と
健
全

な
事
業
運
営
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
う
え
で
の

公
共
の
福
祉
増
進
に
寄
与
さ
れ
る

よ
う
切
に
望
む
。

（
審
査
意
見
書
か
ら
一
部
抜
粋
）
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監
査
委
員　

児
玉
愛
司

　
　
　
　
　

泊　

重
巳
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中
学
校
正
門
側
の
工
事
計
画
は
、
当
初
予
算
で
４
０
０
０
万

円
決
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
調
査
や
設
計
の
段
階
で
新

た
な
追
加
工
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
今
回

２
５
０
０
万
円
の
追
加
予
算
を
決
め
ま
し
た
。

整
備
の
主
な
工
事
概
要

●�

正
門
及
び
駐
車
場
入
口
：
大
型

バ
ス
も
通
れ
る
よ
う
に
幅
を�

８
ｍ
に
拡
幅
す
る
。

●�

駐
車
場
：
一
般
用
58
台
分
、
身

体
障
が
い
者
用
２
台
分
、
大
型

バ
ス
用
３
台
分
を
整
備
す
る
。

●�

自
転
車
通
学
生
徒
用
の
幅
３
ｍ

の
通
路
を
整
備
す
る
。

●�

排
水
対
策
用
側
溝
を
整
備
す
る
。

●�

植
林
等
は
、
緑
地
帯
を
整
備
す

る
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は�

現
地
調
査
で
２
点
要
望

①�

生
徒
が
車
か
ら
乗
り
降
り
す
る

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
雨
天
時

の
対
策
と
し
て
、
屋
根
な
ど
を

つ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

②�
整
備
す
る
駐
車
場
に
は
、
街
灯

を
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。

赤色で囲んでいる部分を整備（着工前）

工事が進行中

　
 

９
月
議
会 

補
正
予
算
等（
Ｐ
６
～
９
に
掲
載
） 　

中
学
校
正
門
側
の
整
備
工
事
始
ま
る

整備予定地を調査

　

今
回
追
加
補
正
予
算
の
説
明
に

よ
り
、
中
学
校
正
門
側
整
備
工
事

の
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
は
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て

の
要
望
を
次
の
と
お
り
決
め
ま
し

た
。（
附
帯
決
議
の
内
容
を
一
部

抜
粋
。）

議
案
第
39
号
「
令
和
３
年
度
東
串

良
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）」
に
対
す
る
附
帯
決
議
案

（
提
出
者
）	

瀨
戸
山
譲
一
議
員

（
賛
成
者
）	

児
玉　

勇
治
議
員

	 


小
川　

香
織
議
員

	

宮
地　

利
雄
議
員

附
帯
決
議
の
い
き
さ
つ
と
理
由

　

東
串
良
中
学
校
正
門
側
整
備
工

事
の
計
画
で
は
、
歴
史
を
持
つ
貴

重
な
樹
木
を
伐
採
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代

で
は
、
自
然
観
察
や
情
操
教
育
の

一
環
と
し
て
各
学
校
に
「
築つ

き

山や
ま

」

と
言
わ
れ
る
も
の
が
築
造
さ
れ
、

樹
木
に
名
札
ま
で
つ
け
る
ほ
ど
の

手
の
込
み
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
現
在
そ
の
「
築
山
」
が
一
掃

さ
れ
、
倒
木
と
し
て
危
険
と
言
う

に
は
程
遠
い
年
輪
を
重
ね
た
由
緒

あ
る
古
木
も
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
伐

倒
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
徒
の
送
迎
を
中
学
校

敷
地
内
で
車
か
ら
乗
り
降
り
が
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
工
事
の
予

算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る

だ
け
次
の
事
項
に
留
意
し
進
め
ら

れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

な
る
べ
く
樹
木
を
守
っ
て
ほ
し
い

　

ド
イ
ツ
で
は
、
道
路
な
ど
の
建

設
予
定
地
に
貴
重
な
樹
林
地
帯
が

あ
れ
ば
、
そ
こ
を
回
避
し
て
コ
ー

ス
設
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
景
観

形
成
に
も
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
参
考
と
し
て
、
中
学
校
駐

車
場
整
備
予
定
地
の
中
に
緑
の

ゾ
ー
ン
を
残
し
、
自
然
と
の
調
和

を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
整
備
工
事
上
で
障
が
い

と
な
る
樹
木
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
樹
木
を
伐
倒
す
る
の
で
は
な
く
、

植
林
地
帯
を
設
け
樹
木
を
移
植
す

る
こ
と
。

安
全
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い

　

校
内
に
車
両
の
乗
り
入
れ
が
頻

繁
に
な
り
、
生
徒
と
行
き
か
う
頻

度
が
高
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
安

全
対
策
を
徹
底
し
て
講
じ
る
こ
と
。

留
意
事
項
を
可
決

自
然
と
の
調
和
と
安
全
対
策
の
徹
底

附帯決議
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物
産
館
の
搬
入
口
に
屋
根
を
設
置

予算額

　700万円

（有）片平農産
左:片平さん 右 :前原さん

こ
の
法
律
っ
て
な
に
？

　

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
市
町
村
が
過
疎
地
域
か
ら
脱

却
で
き
る
よ
う
、
特
別
な
措
置

（
支
援
）
を
受
け
な
が
ら
地
域
活

性
化
等
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
定
め
た
も

の
で
す
。

　

雨
の
時
な
ど
商
品
を
搬
入

す
る
と
き
、
と
て
も
大
変
で

し
た
。
完
成
す
れ
ば
天
候
等

を
気
に
す
る
こ
と
が
な
く
な

る
の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま

す
。 出

荷
者
か
ら
ひ
と
こ
と

　

出
荷
者
の
雨
天
時
等
の
作
業
に

支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
に
屋
根
を
設
置
し
ま
す
。

予
算
は
４
０
０
万
円
で
す
。

多
目
的
広
場
整
備
に
予
算
を
追
加

　
来
客
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
自
然

気
分
を
味
わ
え
る
解
放
感
に
満
ち
た

ス
テ
ー
ジ
設
置
の
た
め
に
多
目
的
広

場
整
備
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
仕
様

の
見
直
し
に
よ
り
予
算
を
３
０
０
万

円
追
加
し
、
約
１
５
０
０
万
円
の
予

算
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
３
月
完
成
の
予
定
で
す
。

　
※
過
疎
地
域
の
持
続
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施

行
に
よ
り
、
町
が
策
定
し
た
過

疎
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
計
画
の
期
間
】

令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

マ
ル
マ
リ
ン
の 

使
用
料
を
一
部
追
加

　

デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
周
辺
の
販
売

に
お
い
て
、
マ
ル
マ
リ
ン
の
電
気

や
水
道
を
利
用
す
る
際
は
、
使

用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
使
用
料
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

９
時
～
13
時　
　
５
０
０
円

13
時
～
17
時　
　
５
０
０
円

吉田　勝海さん
（大塚原）

末村 玲子氏
（１期目，境）

　

地
域
住
民
の
長
年
の
念
願

で
あ
っ
た
道
路
改
修
工
事
に

着
手
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

は
、
大
き
な
喜
び
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

地
域
住
民
か
ら
ひ
と
こ
と

　

こ
の
町
道
は
令
和
２
年
６
月

に
、
地
域
住
民
か
ら
陳
情
が
出
さ

れ
て
い
た
箇
所
で
す
。
議
会
で
も

現
地
を
確
認
し
、
採
択
し
ま
し
た
。

　

陳
情
に
は
、
車
両
の
離
合
が
困

難
な
た
め
、
両
側
の
側
溝
の
蓋ふ

た

を

落お
ち

蓋ぶ
た

式
へ
変
更
す
る
こ
と
と
、
排

水
能
力
の
改
善
が
要
望
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
大
塚
古
市
線
改
良
舗
装

工
事
で
は
、
落
蓋
式
側
溝
を
施
し
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
ま
す
。

陳
情
が
実
現
!!
大
塚
古
市
線
を
改
良
舗
装

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画（
過
疎
計
画
）を
決
定

予算額

1,700万
円

マルマリン周辺での販売

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦

　

次
の
２
名
を
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
と
し
て
決
め
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
４
年
１
月
１
日

か
ら
３
年
で
す
。

野口 美保氏
（５期目，岩弘上東）
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地
方
の
声
を
国
政
・
県
政
へ

４
つ
の
意
見
書
を
す
べ
て
可
決

　
意
見
書
と
は
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
が
国
会
又
は

関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
、
議
会

の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
た

文
書
で
す
。

❶�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

▼
提
出
者　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

上
園　

ミ
キ

〈
意
見
書
の
主
な
内
容
〉

１�

．
地
方
一
般
財
源
総
額
に
つ
い

て
は
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い

社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
大
し

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
の

地
方
歳
出
に
不
合
理
な
し
わ
寄

せ
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分

な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

２�

．
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の

極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直

し
は
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

３�

．
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
額
を
令
和
２
年
度
と

同
額
と
す
る
負
担
調
整
措
置
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
限
り

と
す
る
こ
と
。

４�

．
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の

延
長
に
つ
い
て
、
更
な
る
延
長

は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

５�

．
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は

拡
充
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
一

部
を
地
方
税
又
は
地
方
譲
与
税

と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す
る

こ
と
。

〈
意
見
書
の
提
出
先
〉　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務

大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
官

房
長
官
、
経
済
再
生
担
当
大
臣

❷�

医
療
費
助
成
制
度
の
現
物

給
付
に
伴
う
国
庫
負
担
金

減
額
措
置
の
廃
止
を
求
め

る
意
見
書

▼
提
出
者　

小
川　

香
織
議
員

〈
意
見
書
の
主
な
内
容
〉

１�

．
国
は
医
療
費
助
成
制
度
で
現

物
給
付
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
の
減

額
措
置
を
行
わ
な
い
こ
と
。

〈
意
見
書
の
提
出
先
〉

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣

❸�
医
療
費
助
成
制
度
の
現
物

給
付
を
求
め
る
意
見
書

▼
提
出
者　

小
川　

香
織
議
員

〈
意
見
書
の
主
な
内
容
〉

１�

．
県
は
医
療
費
助
成
制
度
（
公

費
負
担
事
業
）
に
お
け
る
現
物

給
付
化
（
窓
口
負
担
の
廃
止
）

を
所
得
制
限
な
く
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
の
構
築
を
行
う
こ
と
。

２�

．
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
及

び
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
の
医
療

費
を
現
物
給
付
に
す
る
こ
と
。

〈
意
見
書
の
提
出
先
〉

鹿
児
島
県
知
事

❹�

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等

を
含
む
土
砂
を
辺
野
古
新

基
地
な
ど
の
埋
立
て
に
使

用
し
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書

▼
提
出
者　

宮
地　

利
雄
議
員

〈
意
見
書
の
主
な
内
容
〉

１�

．
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
戦
役
者
の

遺
骨
等
が
混
入
し
た
土
砂
を
埋

立
て
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

２�

．
日
本
で
唯
一
、
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
苛か

烈れ
つ
な
地
上
戦
が
あ
っ

た
沖
縄
の
事
情
を
鑑
み
、「
戦

没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
日
本
政

府
が
主
体
と
な
っ
て
戦
没
者
の

遺
骨
収
集
を
実
施
す
る
こ
と
。

〈
意
見
書
の
提
出
先
〉

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環

境
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
沖
縄
及
び

北
方
対
策
担
当
大
臣

■
分
煙
環
境
整
備
に
関
す
る
陳
情

▼
陳
情
者
代
表　

鹿
屋
た
ば
こ
販

売
協
同
組
合
理
事　

吉
川
洋
江

▼
審
査
報
告　

町
た
ば
こ
税
は
、

令
和
元
年
度
も
令
和
２
年
度
も

４
５
０
０
万
円
を
超
え
る
町
税
と

し
て
貢
献
し
て
い
る
こ
と
や
、
受

動
喫
煙
防
止
を
図
る
た
め
に
も
喫

煙
場
所
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
。

▼
審
議
結
果　

全
会
一
致
で
採
択

■�

『「
川
内
原
発
20
年
延
長
」
に
伴

う
課
題
の
調
査
・
研
究
と
議
会
で

の
議
論
及
び
住
民
へ
の
情
報
提

供
を
求
め
る
件
』
は
総
務
民
生

常
任
委
員
会
へ
審
査
が
付
託
さ

れ
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

陳
　
情

公共施設に喫煙場所の整備を
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件　　名
賛否の意思表示

議決結果小　
川

児　
玉

瀨
戸
山

牧　
原

西　
園
泊
前　
田

上　
園

宮　
地

田
之
畑

人事・その他

人権擁護委員候補者の推薦（野口美保氏） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 適　　任

人権擁護委員候補者の推薦（末村玲子氏） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 適　　任

東串良町過疎地域持続的発展計画を定めること ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

専 決 処 分
専決処分の承認（東串良町手数料徴収条例の一部改正） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

 解説 ：�マイナンバーカードの再発行手数料は歳計外として取り扱うことになりました。

条例の一部
改 正・制 定

東串良町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
法の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説 ：事業用資産の取得、建設等を行った場合の課税免除の範囲等を定めました。

東串良町円山公園管理センター条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

令和３年度
補 正 予 算

一般会計（第５号） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

国民健康保険特別会計（第１号） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説 ：�一般被保険者医療費見込等4,818万円を追加し、総額10億8,896万円となりました。

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計（第２号） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説 ：�国や県等への返還金等422万円を追加し、総額9億9,869万円となりました。

介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計（第１号） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説 ：�一般会計への操出金106万円を追加し、総額662万円となりました。

後期高齢者医療特別会計（第１号） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説 ：�被保険者保険料等283万円を追加し、総額1億580万円となりました。

令和２年度
決 　 　 算

一般会計 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

国民健康保険特別会計 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

介護保険事業（保険事業勘定）特別会計 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

水道事業会計 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認　　定

議 員・委 員
会提出議案

議案第39号「令和３年度東串良町一般会計補正予
算（第５号）」に対する附帯決議（案） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を辺野古新基地
などの埋立てに使用しないよう求める意見書 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

医療費助成制度の現物給付に伴う国庫負担金減額
措置の廃止を求める意見書 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

医療費助成制度の現物給付を求める意見書 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案等に対する
議員の賛否状況

採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示を求め、それ
を集計することを言います。
表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表示をし、議会
の意思決定に参加することを言います。表決には、起立によるもの、投票
によるもの、異議の有無の確認のみを諮る簡易採決の方法があります。
※�過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

（備考：○…賛成　×…反対　ー…表決権なし）
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一 般 質 問 町
政
を
問
う

一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわ
たり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけ
ではなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する
議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁をあ
わせて１人 60分以内となっています。

宮地　利雄（11ページ）
⃝�マイナンバーカードの利点は
⃝�全教室でタブレットは�
ネットに接続できるのか

前田　隆（12ページ）
⃝�基腐病の農薬補助の�
申込状況は
⃝�新型コロナによる対策で�
キュウリ農家等への支援は

瀨戸山　譲一（15ページ）
⃝�町水道の検査数値は安全か
⃝�散布方法にドローン導入を�
考えているか

上園　ミキ（13ページ）
⃝�職員が新型コロナに感染した
ときの対応
⃝�新型コロナによる収入減の�
相談はあったか

西園　貞美（14ページ）
⃝�水稲は長雨の被害は�
なかったか

児玉　勇治（17ページ）
⃝�消防団員は�
人員確保できているか
⃝�町立への通学を望む�
医療的ケア児への対応

小川　香織（16ページ）
⃝ �LINEによる情報発信は�
しないか 

⃝�交通手段のニーズ調査が�
必要ではないか

※�掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約し、東串良町議会広報広聴常任
委員会が編集したものです。
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政
府
が
９
月
１
日
に
発

足
し
た
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
強
力
な

権
限
を
持
つ
省
庁
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
住
民

が
持
つ
こ
と
に
よ
る
、
有
利
な
面

と
不
利
な
面
は
何
か
。

　
　
　
　

身
分
証
明
書
や
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
。

　

不
利
な
面
は
カ
ー
ド
の
盗
難
や

紛
失
等
に
よ
り
、
暗
証
番
号
が
分

か
れ
ば
個
人
情
報
が
漏
れ
た
り
、

悪
用
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

自
治
体
に
対
し
、
普
及

率
に
応
じ
た
何
ら
か
の
措
置
が
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　

本
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
率
は
、
大
隅
管

内
で
は
ト
ッ
プ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
普
及
率
に
よ
っ
て
交

付
金
が
多
く
な
る
と
か
、
少
な
く

な
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は

な
い
。

　
　
　
　

中
国
で
は
、
信
用
ス
コ

ア
と
い
う
も
の
を
国
民
に
対
し
て

つ
け
て
い
る
。
個
人
情
報
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
ま
で
犯
し
て
い
る
と
い

う
の
が
、
私
が
調
べ
た
範
囲
の
中

国
で
の
事
情
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
と
、
中
国
で
は
鉄
道
、
航
空
機
、

ホ
テ
ル
な
ど
の
利
用
時
に
提
示
し

た
18
桁
の
公
民
身
分
番
号
の
情
報

は
公
安
部
に
送
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
さ
に
、
監
視
社
会
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
状
況
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
発
足
に

当
た
っ
て
、
菅
首
相
は
、
役
所
に

行
か
な
く
て
も
あ
ら
ゆ
る
手
続
が

で
き
る
社
会
を
目
指
す
と
説
明
し

て
い
る
。
自
治
体
職
員
は
半
減
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
が
、
最
初
の
最
大
の
壁
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
庁
が
ど

う
い
う
形
で
指
令
塔
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
の
か
、
国
民
あ
る
い
は

自
治
体
も
、
こ
れ
を
監
視
す
る
と

い
う
立
場
を
ぜ
ひ
持
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

�

全
教
室
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

ネ
ッ
ト
に
接
続�

で
き
る
の
か

　
　

�

接
続
で
き
る

　
　
　
　

本
町
の
学
校
に
お
け
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
範
囲
、
使
用

頻
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

文
房
具
や
教
具
の
一
つ

の
よ
う
に
、
机
の
横
に
置
い
て
必

要
に
応
じ
て
使
う
。

　

正
確
な
使
用
時
間
は
つ
か
ん
で

い
な
い
が
、
７
月
に
実
施
し
た
職

員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
推
測
す
る
と
、
小

学
校
で
は
３
、４
割
、
中
学
校
で

は
１
、２
割
の
職
員
が
何
ら
か
の

使
用
を
し
て
い
る
。
全
く
使
用
し

て
い
な
い
人
は
、
今
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　

本
町
の
学
校
に
お
い
て

は
、
全
教
室
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
が

で
き
る
、
そ
う
い
う

設
備
が
既
に
完
了
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
は
、

環
境
は
整
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

現
在
は
、

４
Ｇ
と
い
う
電
磁
波

を
使
っ
て
い
る
が
、

５
Ｇ
と
い
う
強
力
な

も
の
が
、
各
地
に
建

設
中
で
あ
る
。
発
達

途
上
に
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
う
い
う

電
磁
波
が
行
き
交
っ

て
い
る
状
況
の
下
で
、
果
た
し
て

正
常
な
成
長
が
で
き
る
の
か
。
正

確
に
測
定
す
る
た
め
に
も
電
磁
波

の
測
定
器
を
購
入
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

測
定
器
の
購
入
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、

教
育
委
員
会
で
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　

補
聴
器
購
入
の
助
成
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

宮 

地
町 

長
宮 

地
住
民
課
長

宮 

地
住
民
課
長

宮 

地
宮 

地

教
育
長

宮 

地
管
理
課
長

宮 

地

管
理
課
長

宮地　利雄 議員宮地　利雄 議員

Ｑ．
Ａ．健康保険証として 

利用できる

マイナンバーカードの 
利点は何か

無線ＬＡＮの環境は整っている無線ＬＡＮの環境は整っている
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ア
ミ
ス
タ
ー
20
の
農
薬

の
補
助
が
あ
っ
た
が
、
申
込
件
数
、

面
積
、
割
合
等
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対

策
の
一
環
と
し
て
決
め
た
事
業
で

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
申
込
件
数
は
２
件

・�

申
請
額
は
４
万
５
０
０
０
円

・
面
積
は
約
５
町
歩

　

な
お
、
本
年
産
の
作
付
け
状
況

は
約
１
７
６
町
歩
で
や
や
減
少
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
育
状
況
に
つ
い
て
は
、

８
月
頃
か
ら
地
上
部
の
一
部
で
枯

れ
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
圃
場
を

全
体
の
約
２
、３
割
で
確
認
し
て

い
る
。

　
　
　
　

畑
は
大
崎
町
も
多
い
と

思
う
。
１
７
６
町
歩
に
は
町
外
の

畑
ま
で
入
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

町
内
、
町
外
合
わ

せ
て
の
数
字
で
あ
る
。

　
　
　
　

県
の
指
導
と
農
家
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
言
う
こ
と
と
で
は
、

全
然
話
が
違
う
。
農
家
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、
ま
ず
土
壌
を
肥
や
す
こ

と
が
第
一
だ
と
。
つ
る
が
伸
び
る

と
あ
る
程
度
は
防
げ
る
と
。
こ
れ

を
す
る
時
と
し
な
い
時
の
数
値
も

出
て
い
る
が
、
指
導
は
し
て
い
る

か
。

　
　
　
　
　
　

大
隅
地
域
振
興
局

農
政
普
及
課
も
農
家
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
情
報
を
得
て
い
た
。
研
修

会
は
、
県
の
指
導
の
下
、
必
要
に

応
じ
て
適
時
適
切
に
開
催
し
た
い
。

　
　

�

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る�

対
策
で
キ
ュ
ウ
リ
農
家

等
へ
の
支
援
は

　
　

�

キ
ュ
ウ
リ
の�

価
格
下
落
の
要
因
は�

供
給
量
の
増
加
に
よ
る

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
対

策
だ
が
、
キ
ュ
ウ
リ
農
家
だ
け
で

な
く
、
サ
ツ
マ
イ
モ
農
家
、
キ
ャ

ベ
ツ
農
家
に
対
し
て
何
か
手
だ
て

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

野
菜
価
格
の
下
落
と
新

型
コ
ロ
ナ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

野
菜
の
集
荷
先
や
消
費
者
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

町
園
芸
振
興
会
の
共
販
出
荷
で

は
、
直
近
５
年
間
で
最
も
多
い
出

荷
量
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に

も
好
天
が
続
い
た
影
響
で
、
市
場

へ
の
集
荷
量
は
平
年
に
比
べ
て
増

加
し
て
い
る
。
キ
ュ
ウ
リ
の
平
均

単
価
を
押
し
下
げ
た
要
因
は
、
市

場
へ
の
潤
沢
な
供
給
に
よ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

露
地
野
菜
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
た
生
産
者
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る�

対
策
で
飲
食
店
等
へ
の

支
援
は

　

�

上
乗
せ
の
支
援
を�

予
定
し
て
い
る

　
　
　
　

飲
食
店
等
は
短
時
間
営

業
を
強
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
の
話
を
聞
く
。

町
は
対
応
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

県
の
時
短
要
請
に
応
じ

た
飲
食
店
を
対
象
に
、
町
で
は
別

途
上
乗
せ
の
支
援
事
業
を
予
定
し

て
い
る
。
財
源
は
、
国
か
ら
の
追

加
交
付
予
定
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業
者
支
援
分
を
活
用
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　

何
ら
か
の
形
で
、
こ
う

い
う
業
者
が
生
き
残
れ
る
よ
う
な

対
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

前 

田
町 

長

前 

田
農
林
水
産
課
長

前 

田
農
林
水
産
課
長

前 

田
町 

長

前 

田
町 

長
前 

田

Ｑ．
Ａ．申込件数は２件

前田  隆 議員前田  隆 議員

基腐病の農薬補助の 
申込状況は

農家アドバイザーと共に基腐病対策を農家アドバイザーと共に基腐病対策を
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役
場
職
員
が
感
染
し
た

場
合
、
消
毒
方
法
や
消
毒
範
囲
、

業
務
の
継
続
な
ど
、
各
課
へ
の
対

応
策
を
ど
の
よ
う
に
指
示
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　

消
毒
方
法
や
消
毒
範
囲

は
、
基
本
的
に
は
保
健
所
の
指
導

に
基
づ
き
実
施
す
る
。

　

業
務
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
東

串
良
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
業
務
継
続
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
各
計
画
に
基
づ
き
、

業
務
を
継
続
す
る
。

　
　
　
　

仮
に
、
庁
舎
内
の
職
員

が
感
染
し
た
場
合
、
速
や
か
に
町

民
と
報
道
関
係
者
に
こ
の
情
報
を

提
供
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

公
表
す
る
。
公
表
の

内
容
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
年
代
、

性
別
、
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
ら

な
い
情
報
に
し
た
い
。

　
　
　
　

情
報
の
出
し
方
と
い
う

の
は
大
変
難
し
い
と
思
う
が
、
感

染
者
が
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い

る
の
か
、
そ
れ
と
も
自
宅
待
機
な

の
か
を
公
表
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　

住
民
の
方
々
へ
の
公

表
は
、
保
健
所
か
ら
の
情
報
で
あ

る
。
そ
の
内
容
を
町
と
し
て
お
知

ら
せ
し
て
い
る
。

　

療
養
状
況
は
、
保
健
所
か
ら
の

情
報
に
も
入
っ
て
い
な
い
部
分
で

あ
る
た
め
、
慎
重
な
判
断
が
必
要

と
な
る
。

　
　
　
　

本
町
に
住
ん
で
い
る
外

国
人
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

本
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
外
国
人
も
同
じ
よ
う
な
扱

い
に
な
る
。

　
　

�

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る�

収
入
減
の
相
談
は�

あ
っ
た
か

　
　

�

延
べ
44
世
帯
か
ら�

あ
っ
た

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
収
入
減
や
影
響
が
あ
る
と

い
う
相
談
は
受
け
て
い
な
い
か
。

　
　
　
　

本
町
で
は
、
８
月
末
現

在
、
特
例
貸
付
金
等
を
利
用
す
る

た
め
、
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
延
べ
44
世
帯
か
ら
相

談
申
請
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
申
請
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
が
72

世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
が
47

世
帯
で
あ
る
。

　
　
　
　

妊
婦
や
出
産
し
て
間
も

な
い
方
、
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ

親
が
感
染
し
た
場
合
、
専
門
的
知

識
の
あ
る
方
か
ら
救
急
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
の
か
。

　
　
　
　

鹿
児
島
県
子
ど
も
家
庭

課
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
相
談

が
申
し
込
め
る
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
で
緊
急
対
応
が
で
き
る

体
制
を
整
え
る
こ
と
は
物
理
的
に

難
し
い
。

　

現
在
、
町
内
に
は
27
名
の
妊
婦

の
方
が
い
る
。
必
要
な
情
報
な
ど

を
記
し
た
文
書
の
配
付
や
電
話
に

よ
る
様
子
伺
い
も
実
施
し
て
い
る
。

　
　

�

避
難
所
の
空
調
設
備
の

整
備
は
進
ん
で
い
る
か

　
　

�

学
校
の
体
育
館
等
は
整

備
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　

避
難
所
に
指
定
し
て
い

る
施
設
は
、
空
調
設
備
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
配
慮
等
は
進
ん
で
い
る

か
。

　
　
　
　

空
調
設
備
が
整
備
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
学
校

の
体
育
館
等
に
つ
い
て
は
整
備
さ

れ
て
い
な
い
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
に
つ
い

て
は
、
空
調
設
備
が
整
っ
て
い
る

施
設
で
は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

配
置
し
て
い
る
。
整
備
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
は
、
必
要
に
応
じ
て

避
難
所
設
備
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。

　
　
　
　

公
民
館
を
避
難
所
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

地
区
の
自
主
防
災
組
織

を
利
用
し
て
も
ら
い
、
で
き
た
ら

保
健
セ
ン
タ
ー
に
来
て
ほ
し
い
。

上 

園
町 

長
上 

園
総
務
課
長

上 

園
福
祉
課
長

上 

園
福
祉
課
長

上 

園
町 

長

上 

園
町 

長
上 

園
町 

長

上 

園
町 

長

Ｑ．
Ａ．保健所の指導に

基づく
上園  ミキ 議員上園  ミキ 議員

新型コロナに
感染したときの対応

パーテーションでプライバシーを確保しているパーテーションでプライバシーを確保している
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今
年
は
例
年
に
な
く
長

雨
で
稲
作
農
家
は
、
刈
り
取
り
等

が
遅
れ
て
大
変
な
年
で
あ
っ
た
。

被
害
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　

今
年
８
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
か
け
て
の
長
雨
に
よ
る
、
水

稲
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
収
穫
の

遅
れ
や
、
倒
伏
は
見
ら
れ
た
も
の

の
、
被
害
の
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。

　

ま
た
、
転
作
申
告
受
付
時
に
、

共
済
組
合
の
保
険
へ
の
加
入
を
案

内
し
て
い
る
。
当
該
保
険
に
関
し
、

今
回
の
長
雨
に
よ
る
被
害
報
告
は
、

８
月
末
現
在
で
23
ア
ー
ル
あ
り
、

調
査
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

米
の
検
査
実
績
で
は
、
全
品
種

と
も
等
級
外
の
割
合
は
、
前
年
に

比
べ
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
長
雨
に
よ
る
特
段
の
品
質

低
下
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
、
九
州
農
政
局
が
公
表
し

て
い
る
早
期
栽
培
の
作
柄
の
概
況

に
お
い
て
も
、
平
年
並
み
の
収
量

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
特
段
、
収

量
の
低
下
も
予
想
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

作
付
面
積
は
、
昨
年
よ

り
増
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

作
付
面
積
は
、
昨

年
度
と
同
様
、
大
体
３
０
０
町
歩

ぐ
ら
い
で
あ
る
。
面
積
的
に
は
変

わ
ら
な
い
。

　
　
　
　

面
積
が
変
わ
ら
な
い
割

に
は
、
非
常
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
イ

ク
ヒ
カ
リ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ

り
収
量
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
今
年
は
平
年
よ
り
も
、

実
が
あ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て

い
る
。

　

本
当
の
と
こ
ろ
、
今
年
は
大
変

な
年
に
な
り
そ
う
で
、
心
配
し
て

い
た
。
し
か
し
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
い
い
状
況
で
安
心
し
て
い
る
。

　

町
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
稲
の
倒
伏
も
あ
り
、
発
芽
も

し
て
い
る
状
況
も
見
ら
れ
た
。
し

か
し
、
全
体
的
に
は
収
量
と
し
て
、

非
常
に
実
が
あ
っ
た
と
い
う
状
況

で
聞
い
て
い
る
。

　

次
に
、
町
と
し
て
の
対
策
や
支

援
を
考
え
て
い
る
か
と
、
質
問
を

通
告
し
た
が
、
単
価
は
昨
年
比

７
０
０
円
安
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
政
府
の
備
蓄
米
の
在
庫

が
50
万
ト
ン
ぐ
ら
い
多
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
水
稲
被
害
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
町
の
対
策

も
支
援
も
な
い
と
思
う
。

西 

園
町 

長
西 

園
農
林
水
産
課
長

西 

園

Ｑ．
Ａ．共済保険では

23ａを調査中
西園  貞美 議員西園  貞美 議員

水稲は長雨の 
被害はなかったか

長雨による被害が心配された長雨による被害が心配された

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター
☆総合センター

是非ご覧ください！

定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

会議録の設置

【東串良町HP】

14Ｒ３.11.10 発行（No.151）



　
　
　
　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ひ
い
て

は
日
本
で
も
水
道
水
の
中
に
含
ま

れ
る
硝
酸
態
窒
素
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
硝
酸
態
窒
素
は
子
ど
も

の
突
然
死
を
招
い
た
り
、
あ
る
い

は
発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

中
央
地
区
と
東
部
地
区
そ
れ
ぞ

れ
の
硝
酸
態
窒
素
の
濃
度
と
そ
の

安
全
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

硝
酸
態
窒
素
の
水
質
基

準
は
１
ℓ
あ
た
り
、
10
㎎
以
下
で

あ
る
。
６
月
に
実
施
し
た
検
査
結

果
で
は
、
中
央
地
区
は
７
・
３
㎎
、

東
部
地
区
は
４
・
５
㎎
で
あ
っ
た
。

基
準
以
下
で
安
全
な
水
道
水
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
。

　
　
　
　

中
央
地
区
の
新
し
い
水

源
地
の
硝
酸
態
窒
素
は
高
め
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
検
査
数
値
と

供
給
実
施
は
い
つ
に
な
る
か
。

　
　
　
　

新
し
い
水
源
地
は
８
・

７
㎎
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
で
工

事
を
完
了
さ
せ
、
令
和
５
年
度
か

ら
供
給
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

企
業
会
計
の
導
入
に
伴

い
、
民
間
企
業
へ
の
水
道
事
業
委

託
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

公
営
企
業
会
計
の
導
入

は
、
人
口
減
少
に
伴
う
料
金
の
収

入
減
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
、
深

刻
化
す
る
人
材
不
足
等
に
対
応
す

る
た
め
で
あ
る
。

　

民
間
企
業
へ
の
業
務
委
託
を
実

施
す
る
と
採
算
利
益
が
優
先
さ
れ
、

水
の
安
全
性
が
低
下
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し

な
が
ら
、
東
串
良
町
新
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。

　
　

�

散
布
方
法
に
ド
ロ
ー
ン

導
入
を
考
え
て
い
る
か

　
　

�

多
角
的
に
分
析
を
進
め
、

協
議
会
に
提
案
し
た
い

　
　
　
　

全
国
的
に
田
ん
ぼ
の
空

中
散
布
は
、
有
人
ヘ
リ
か
ら
無
人

ヘ
リ
や
ド
ロ
ー
ン
に
と
っ
て
代
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
本
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
　

ド

ロ
ー
ン
の
導

入
は
、
緊
急

の
課
題
で
あ

り
、
前
向
き

に
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

近
年
の
気

象
変
化
や
散

布
費
用
の
縮
減
、
ヘ
リ
業
界
の
今

後
の
見
通
し
な
ど
の
観
点
か
ら
分

析
を
進
め
、
航
空
防
除
連
絡
協
議

会
へ
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　

町
内
に
は
、
ド
ロ
ー
ン

有
資
格
者
が
複
数
名
い
る
。
ド

ロ
ー
ン
活
用
に
、
こ
の
方
々
を
奨

励
す
る
意
向
は
な
い
か
。

　
　
　
　

技
能
資
格
取
得
の
方
と

の
連
携
は
非
常
に
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

　

今
後
、
町
で
も
検
討
を
行
い
、

航
空
防
除
連
絡
協
議
会
へ
提
案
し

て
い
き
た
い
。

瀨
戸
山

町 
長

瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長

瀨
戸
山

町 

長

瀨
戸
山

町 

長

瀨戸山  譲一 議員瀨戸山  譲一 議員

Ｑ．
Ａ．水質は安全な要件を

満たしている

町水道の検査数値は 
安全か

無人ヘリによる農薬散布の様子無人ヘリによる農薬散布の様子

　12月議会は、８日の開会を予定しています。
　１階ロビーのテレビでも議会中継をご覧になれます。
　町政を知る良い機会ですので、役場へお越しの際は、
ご覧ください。
※�本会議については、防災無線でお知らせします。

1212月議会のお知らせ月議会のお知らせ
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情
報
発
信
方
法
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
の

一
般
質
問
で
も
同
様
の
質
問
を

行
っ
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た

情
報
の
発
信
に
つ
い
て
の
計
画
は
、

考
え
て
い
な
い
と
い
う
答
弁
だ
っ

た
。
再
度
、
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　

本
町
の
人
口
や
年
齢
層

を
考
慮
し
た
場
合
、
費
用
に
見

合
っ
た
普
及
率
は
望
め
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

市
場
調
査
を
さ
れ
て
の

答
弁
か
。

　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

所
持
率
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
一
般

論
で
あ
る
。

　
　
　
　

働
き
方
や
生
活
様
式
の

多
様
性
に
伴
い
、
情
報
の
取
得
は

一
つ
の
媒
体
で
は
対
応
で
き
な
い
。

町
民
の
生
活
様
式
や
所
持
さ
れ
る

媒
体
に
合
わ
せ
た
情
報
の
発
信
が

重
要
だ
と
思
う
し
、
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
。
町
長
の
考
え
を
再
度

尋
ね
る
。

　
　
　
　

議
員
が
言
わ
れ
る
と
お

り
情
報
化
時
代
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

検
討
し
、
指
示
し
た
い
。

　
　

�

交
通
手
段
の
ニ
ー
ズ
調

査
が
必
要
で
は
な
い
か

　
　

調
査
の
必
要
性
は
な
い

　
　
　
　

本
町
に
お
け
る
交
通
手

段
の
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
の
必
要
性

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

現
時
点
に
お
い
て
は
、

ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
行
う
必
要
性

は
な
い
と
考
え
る
。

　

我
が
町
は
、
鹿
児
島
県
本
土
で

一
番
面
積
の
狭
い
町
で
あ
る
。
自

宅
か
ら
バ
ス
停
留
所
ま
で
、
車
で

の
所
要
時
間
が
短
い
。
仮
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
採
算
を
度
外
視
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
す
る

と
、
財
源
上
の
問
題
が
重
く
の
し

か
か
る
。

　

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
み
、

改
修
や
新
設
工
事
に
は
相
当
な
額

の
財
源
確
保
が
必
要
と
な
る
。
将

来
的
に
継
続
し
て
経
費
の
負
担
を

伴
う
よ
う
な
取
組
は
、
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　

前
回
の
質
問
以
降
、
町

民
の
方
よ
り
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
討
論
の
要
求
や
要
望
も
い
た

だ
い
た
。
行
政
は
住
民
に
公
正
、

公
平
に
関
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
原
則
が
あ
り
、
税
金
を
使�

っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

慎
重
か
つ
十
分
な
議
論
、
事
務
処

理
の
必
要
性
、
さ
ら
に
は
法
律
に

基
づ
く
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　

現
在
の
廃
止
路
線
バ
ス
代
替
タ

ク
シ
ー
事
業
は
公
平
で
、
十
分
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
る
と

感
じ
て
い
な
い
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
考
え
る
上
で
は
、
主
体

は
町
民
と
な
る
。
限
ら
れ
た
資
源

や
制
約
の
あ
る
中
、
町
民
の
意
見

を
確
認
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
必
要
と

考
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
行
政
以
外
に
も

目
的
に
応
じ
た
多
様
な
取
組
主
体

の
協
力
や
役
割
の
分
担
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
ず
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
町
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
ニ
ー
ズ
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
な
ど
調
査
し
、
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
。
交
通
手
段
の

ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
は
変
わ
ら
な
い
か
。

　
　
　
　

先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。
変
わ
ら
な
い
。

〔
そ
の
他
の
質
問
〕

　

行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
職
員
の
教
育

対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

小 

川
町 

長
小 
川

総
務
課
長

小 

川
町 

長

小 

川
町 

長
小 

川

町 

長

Ｑ．
Ａ．ＳＮＳ等を検討したい

小川  香織 議員小川  香織 議員

ＬＩＮＥによる 
情報発信はしないか

交通手段に困っている人が交通手段に困っている人が
いるのではないかいるのではないか
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消
防
団
で
は
、
消
防
団

員
の
人
員
確
保
に
苦
労
し
て
い
る

と
聞
く
。
団
員
の
充
足
率
と
費
用

弁
償
の
金
額
、
近
隣
市
町
と
の
比

較
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

定
数
は
１
５
０
名
で
、

現
在
の
消
防
団
員
数
は
１
１
８
名
、

充
足
率
は
78
％
で
あ
る
。

　

費
用
弁
償
の
金
額
は
、
１
回
当

た
り
５
２
０
０
円
で
、
近
隣
の
市

町
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。

　

消
防
団
員
の
処
遇
等
に
関
す
る

検
討
会
の
中
間
報
告
が
発
出
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
消
防
団
員
の
費

用
弁
償
や
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
見

直
し
が
必
要
に
な
る
。

　
　
　
　

訓
練
や
災
害

の
出
動
の
際
、
職
場
に

気
を
遣
う
と
聞
く
。
消

防
団
の
活
動
に
理
解
を

得
る
た
め
、
町
で
も
企

業
へ
出
向
き
理
解
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

住
民
だ
け
で

な
く
、
企
業
に
対
し
て

も
、
消
防
団
活
動
の
必

要
性
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
消
防
団
員
を

輩
出
し
て
い
る
企
業
に

対
し
、
優
遇
措
置
の
検

討
も
行
う
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
　

大
型
免
許
取
得
の
た
め

の
優
遇
措
置
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

大
型
免
許
取
得
に
か
か

る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
か

つ
10
万
円
を
限
度
額
と
し
て
助
成

金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
　

団
員
が
大
型
免
許
を
取

得
し
、
誰
で
も
消
防
自
動
車
を
運

転
で
き
る
環
境
が
整
え
ば
と
思
う
。

住
民
の
理
解
の
も
と
、
広
報
紙
等

で
消
防
団
員
の
募
集
を
行
い
、
一

人
で
も
多
く
の
団
員
が
確
保
で
き

る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
　

�

町
立
へ
の
通
学
を
望
む�

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
対
応

　
　

�

財
政
的
課
題
も
含
め
、�

熟
慮
・
考
慮
を
重
ね
判
断

　
　
　
　

令
和
３
年
９
月
18
日
か

ら
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
庭

に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
。
こ
の
件
で
、
先
に

取
組
ん
で
い
る
錦
江
町
へ
行
き
、

色
々
な
問
題
点
を
聞
い
て
き
た
。

　

本
町
で
は
、
こ
こ
数
年
間
の
医

療
的
ケ
ア
児
の
該
当
者
は
い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
法
律
化
さ
れ

た
事
を
受
け
、
今
後
、
本
町
へ
の

移
住
者
を
含
め
、
こ
の
よ
う
な
事

案
が
発
生
し
た
場
合
の
町
の
対
処

を
尋
ね
る
。

　
　
　
　

ま
ず
は
、
鹿
屋
養
護
学

校
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

鹿
屋
養
護
学
校
は
、
施
設
設
備
や

職
員
数
も
充
実
し
て
お
り
、
よ
り

専
門
的
な
ケ
ア
が
可
能
で
あ
る
と
思

う
。
将
来
的
に
鹿
屋
養
護
学
校
に

通
学
が
で
き
な
い
本
町
在
住
の
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
事
案
が
発
生
し

た
場
合
は
、
事
情
・
実
態
を
正
確
に

把
握
し
、
本
当
に
必
要
な
ケ
ア
は
何

か
を
専
門
家
を
交
え
て
検
討
し
て
、

町
当
局
に
財
政
的
課
題
を
含
め
お

願
い
を
す
る
し
か
な
い
。

　
　
　
　

補
助
金
は
、
国
が
３
分

の
１
、
県
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
錦
江

町
で
は
、
１
名
の
児
童
に
対
し
、

２
名
の
看
護
師
が
必
要
で
、
黒
板
、

消
毒
設
備
等
の
購
入
を
考
え
る
と
、

国
の
補
助
が
３
分
の
１
で
は
低
い

と
言
え
る
。
補
助
金
に
対
し
て
は
、

自
治
体
で
も
増
額
を
訴
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

補
助
の
件
は
、
教
育
長

会
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
各
自
治
体

が
声
を
そ
ろ
え
て
要
望
し
て
い
く

し
か
な
い
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
童
へ
の
対
応
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、 

錦
江
町

の
事
例
を
参
考
に
し
て
、
町
当
局

だ
け
で
な
く
、
議
員
・
保
護
者
・

関
係
町
民
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
慎
重
な
議
論
を
重
ね
る
必
要

が
あ
る
。
重
大
事
案
の
た
め
、
熟

慮
・
考
慮
を
重
ね
、
感
情
論
で
は

な
い
冷
静
な
判
断
で
、
よ
り
よ
い

結
論
が
得
ら
れ
る
と
あ
り
が
た
い
。

　
　
　
　

家
族
の
離
職
防
止
や
安

心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き
る
よ

う
に
、
相
談
体
制
の
整
備
、
情
報

の
共
有
の
促
進
を
図
り
、
こ
の
法

律
の
目
的
が
達
成
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
。

児 

玉
町 

長
児 

玉
町 

長

児 

玉
町 

長
児 

玉

児 

玉
教
育
長

児 

玉
教
育
長

児 

玉

児玉 勇治 議員児玉 勇治 議員

消防団員の人員確保を消防団員の人員確保を

Ｑ．
Ａ．定数１５０名に対し、

１１８名

消防団員は
人員確保できているか
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安　全

道　路

　国道448号の道路拡幅工事を機
に、学校周辺に点滅信号の設置を。

 町当局 　令和３年度は県が測量設計し、今
後は住民説明会を予定している。令和５年度
の工事を目標としている。
　信号機設置については、必要があれば公安
委員会に要請していきたい。

▲大型車両の交通量が多い国道448号▲大型車両の交通量が多い国道448号

　町や議会はコロナ禍の中で何も出
来ないではいけない。形や方法を変
えて取り組むべき。

 議会 　どんな状況下におかれても議会とし
ての活動を優先し、住民の負託に応えてい
きたいと思っている。ただ今回の新型コロナ
ウイルスは議会だけの問題ではないように思
う。近隣市町でクラスターも発生していたが、
感染症対策を講じながら議会として、どんな
方法があるのか今後、模索していきたい。

　高速道路から東串良町へのアクセ
ス道路は未整備である。（大隅縦貫
道へ続く道路も）東串良町のＰＲ道
路のような計画、優先的に進める道
路の計画はあるか。本町はどこに活
路を見つけていくのか。

 町当局 　黒石串良線については整備に相当
な期間を要するとのことで、本町側の工事は
未定である。岩弘地区住民の生活道路として
要望するなど、別事業で活路を見出したい。 　振興会長を利用した語る会があっ

てもいいのではないか。

 議会 　振興会長だけを対象とした語ろ会は
計画していない。今後は、地区ごとでの語ろ
会を予定している。

語る会

コロナ

令和３年 第１回
みんなで語ろ会

活かします 　議会は、８月１日に「い
い町づくりのために」をテー
マにみんなで語ろ会を実施
し、参加された方から意見
や要望をいただきました。
　このことについて、調査
を実施しました。議会及び
町当局の回答をお伝えしま
す。なお、いただいた意見
は今後の議会活動に活かし
ます。

聴く

提言
調査
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定　住

複合施設 複合施設

ＳＤＧs

協力隊

　地域おこし協力隊の活動は、住
民の意向が反映され、巻き込み、
継続できる活動を。

 町当局 　今までは特に活動拠点はなかっ
たが、今は、円山公園を拠点として事業
イベントを計画している。コロナの影響
や状況をみてイベントをしていきたい。

　福祉施設を兼ねた複合施設の建設
を急ぐべき。

 町当局 　利用者アンケートを実施してい
る。複合施設には多額の資金が必要となるの
で、基本構想を含め５年間は要すると思って
いる。関係課の合同会議では、既存の施設の
活用はできないか等の意見も出ている。議会
の声等も聞きながら進めたい。

　にぎやかタウンの最初のコンセプ
トは何だったのか。

 町当局 　本町の人口は、年々減少している
状況だった。少しでも人口減少率を緩やかに
したい、生産年齢人口を増やしたい、こう
いったことでスタートした。

　どのように達成されたか。

 町当局 　第５次は、46 区画のうち、業者
用１区画を除いて全て契約された。第１次か
ら第５次までの人口は610人となっている。
　このことは、普通交付税への貢献もある。
単純計算で、１人あたり 20万円で計算する
と１億 2000 万円が交付税に反映されてい
る。

　鹿屋市の複合施設は、鹿児島県の
木材で作っての補助、男女共同参画
で利用する部屋は補助金をもらって
いる。参考にしてはどうか。

 町当局 　複合施設を整備するときは、補助
金を見つけていかないといけないと思って
いる。

　本町でもＳＤＧｓを基調にした政策
立案をすべきではないか。

 町当局 　総合戦略にＳＤＧｓを盛り込んで
いる。
　例えば、ジェンダー平等では、女性の役職
や係長もいる。海の豊かさでは 20年以上前
からマダイ・ヒラメの放流をしている。松林
や海岸のボランティア清掃、海岸漂着ゴミの
清掃もしている。環境、差別、雇用、経済、様々
な問題を各課で取り組んでいる。

▲ビーチクリーナーで漂着ゴミを収集▲ビーチクリーナーで漂着ゴミを収集

みなさんの声を
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１　
調
査
日

　

令
和
３
年
８
月
27
日
（
金
）

２　
出
席
委
員

　

児
玉
勇
治　
　
　

宮
地
利
雄

　

小
川
香
織　
　
　

田
之
畑
稔

　

瀨
戸
山
譲
一

３
．
調
査
の
概
要

　

当
委
員
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
及
び
円
山
公
園
一

帯
の
取
り
組
み
と
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
主
な
活
動
等
に
つ
い
て
、

企
画
課
に
説
明
を
求
め
調
査
を

行
っ
た
。

【
ふ
れ
あ
い
の
森
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス

建
設
の
進
捗
状
況
】

　

令
和
３
年
度
中
に
、
ふ
れ
あ
い

の
森
に
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
２
棟
（
宿

泊
施
設
）
が
建
設
さ
れ
る
。
８
月

中
に
設
計
書
が
完
了
し
、
９
月
に

工
事
着
工
、
12
月
に
完
成
を
予
定

し
て
い
る
。
来
年
の
春
休
み
に
施

設
の
供
用
が
開
始
で
き
る
よ
う
に

建
設
事
業
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

施
設
の
利
用
料
金
等
に
つ
い
て
は
、

検
討
中
で
あ
る
。

【
安
全
対
策
の
取
り
組
み
や
計
画
】

　

円
山
公
園
周
辺
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
は
、
通
路
と
遊
具
施
設
を
境
界

ロ
ー
プ
で
展
張
し
て
い
る
。
公
園

敷
地
内
の
東
側
に
約
30
台
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
ま
た
、
円
山

公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
10

台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
利

用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
公
園

敷
地
内
の
駐
車
を
承
諾
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
来
客
数
が

多
く
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
公
園

内
へ
車
両
は
入
れ
ず
に
、
大
規
模

駐
車
場
へ
の
案
内
看
板
を
設
置
し

て
い
る
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の主な

活
動
】

・�

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
及
び
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信

・�

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
案
作
成

・�

円
山
公
園
管
理
、
ふ
れ
あ
い
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
の
管
理

総 務
民 生

円
山
公
園
一
帯
賑
わ
い
を
見
せ

　
　
　
　
　
　
　
観
光
整
備
は
順
調

・�

本
町
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
発

信
業
務

・�

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

キ
ャ
ン
プ
飯
の
考
案
及
び
情
報

発
信

・�

か
ご
し
ま
青
年
塾
等
へ
の
参
加

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
へ
の
参
加

・�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

・�

駄
菓
子
屋
の
開
業

・�

町
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

【
円
山
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
の

主
な
イ
ベ
ン
ト
】

・�

柏
原
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

・�

青
空
キ
ャ
ン
プ
飯
教
室

・�

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
教
室

・�

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

・�

ウ
ェ
ル
ネ
ス
教
室

・�
歴
史
遺
産
教
室

・�
一
人
寝
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
、

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

・�

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
婚
活
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

・�

ま
つ
ぼ
っ
く
ぃ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン

・�

サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・�

ま
つ
ぼ
っ
く
ぃ
マ
ー
ケ
ッ
ト

４
．
ま
と
め

　

ふ
れ
あ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
及

び
円
山
公
園
一
帯
の
整
備
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
本
格
化
し
た
。
円

山
公
園
内
の
相
撲
場
に
屋
根
の
設

置
、
円
山
公
園
内
に
遊
具
の
設
置
、

円
山
公
園
内
の
休
憩
施
設
の

屋
根
の
補
修
、
円
山
公
園

内
の
芝
張
、
ふ
れ
あ
い
の
森

キ
ャ
ン
プ
場
の
修
繕
、
ふ
れ

あ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
下

刈
り
及
び
雑
木
の
撤
去
、
柏

原
海
岸
ト
イ
レ
の
改
修
、
円

山
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設

置
等
々
、
こ
の
４
年
間
で
観

光
地
・
行
楽
地
・
憩
い
の
場

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
昨
今
の
キ
ャ
ン
プ

ブ
ー
ム
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
レ

ジ
ャ
ー
の
楽
し
み
方
に
キ
ャ

ン
プ
を
選
択
す
る
人
た
ち
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
ふ
れ

あ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
利

用
者
も
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る
と
、

本
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
拠
点
と

し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
及
び
円
山
公
園
一
帯
が
整
備
・

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
肯
定
で

き
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
宿
泊
施

設
の
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
の
完
成
も
待

ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ドームハウス建設地の整備が進むドームハウス建設地の整備が進む

フラワーアレンジ教室の様子フラワーアレンジ教室の様子

20Ｒ３.11.10 発行（No.151）



１　
調
査
日

　

令
和
３
年
８
月
24
日
（
火
）

２　
出
席
委
員

　

上
園
ミ
キ　
　

西
園
貞
美

　

前
田　

隆　
　

泊　

重
巳

　

牧
原
完
治

３
．
調
査
の
概
要

　

東
串
良
物
産
館
（
ル
ピ
ノ
ン
の

里
）（
以
下
、「
物
産
館
」
と
い
う
。）

は
、
平
成
16
年
に
本
町
の
農
畜
水

産
物
・
加
工
品
等
を
展
示
販
売
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
生
き
が
い
づ

く
り
や
都
市
と
農
村
と
の
交
流
に

努
め
な
が
ら
、
情
報
発
信
基
地
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
施
設
と
し

て
設
置
さ
れ
た
。
施
設
の
管
理
運

営
は
、
一
般
社
団
法
人
東
串
良
物

産
館
出
荷
協
議
会
（
以
下
、「
出

荷
協
議
会
」
と
い
う
。）
が
指
定

管
理
者
と
な
っ
て
い
る
。
当
委
員

会
で
は
、
物
産
館
の
運
営
や
販
売

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
農

林
水
産
課
に
説
明
を
求
め
調
査
を

行
っ
た
。

【
指
定
管
理
者（
出
荷
協
議
会
）の

業
績
や
運
営
に
つ
い
て
】

①
経
営
成
績
の
状
況

　

レ
ジ
売
上
高
と
販
売
手
数
料
は

表
１
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

②�

出
荷
協
議
会
会
員
の�

構
成
に
つ
い
て

　

出
荷
協
議
会
が
発
足
し
た
当
時

の
町
内
個
人
の
会
員
数
は
59
名
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
44
名
と
な
っ

て
い
る
。
町
内
個
人
会
員
の
年
代

別
構
成
は
、
30
代
１
名
、
50
代
４

名
、
60
代
13
名
、
70
代
14
名
、
80

代
11
名
、
90
代
１
名
と
な
っ
て
お

り
、
全
体
の
８
割
以
上
を
60
代
以

上
が
占
め
て
い
る
。

　

出
荷
協
議
会
の
会
員
数
は
、
町

内
外
の
個
人
・
法
人
あ
わ
せ
て

１
３
０
と
な
っ
て
い
る
。

③�

出
荷
協
議
会
の
入
会
金
、

年
会
費
、
販
売
手
数
料

に
つ
い
て

　

出
荷
協
議
会
に
お
い
て
取
り
決

め
（
東
串
良
物
産
館
出
荷
規
定
）

が
あ
り
、
表
２
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
、出
荷
に
際
し
て
の
ル
ー

ル
も
同
規
定
に
定
め
て
あ
る
。

４
．
意
見
（
町
当
局
へ
議
会
か
ら
の
提
案
）

①�

出
荷
協
議
会
へ
の�

入
会
の
奨
励
を
図
る
こ
と

　

物
産
館
に
商
品
を
出
荷
す
る

た
め
に
は
、
出
荷
協
議
会
に
入
会

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、

入
会
金
が
５
０
０
０
円
必
要
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
が
入
会
し
た

時
は
、
入
会
金
相
当
額
を
町
か
ら

高
齢
者
に
対
し
奨
励
金
と
し
て
交

付
す
る
な
ど
し
て
会
員
を
増
や
す

工
夫
が
必
要
で
な
い
か
。

②�

販
売
手
数
料
の
補
填
を�

検
討
す
る
こ
と

　

出
荷
協
議
会
設
立
当
時
に
比
べ

て
、
販
売
手
数
料
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
。
近
隣
市
町
に
あ
る
販
売

所
よ
り
も
販
売
手
数
料
が
低
く
な

れ
ば
、
出
荷
者
の
評
判
が
良
く
な

る
と
期
待
で
き
る
。

　

他
の
販
売
店
と
の
競
争
に
負
け

な
い
よ
う
な
販
売
手
数
料
を
設
定

で
き
る
よ
う
に
、
町
か
ら
の
支
援

を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

③�

集
荷
・
出
荷
・
陳
列
の�

手
立
て
を
図
る
こ
と

　

物
産
館
へ
の
商
品
搬
入
は
出
荷

者
自
身
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
内
で
は
家
庭
菜
園
で
お
い
し
い

野
菜
や
花
を
作
っ
て
い
る
高
齢
者

も
多
い
が
、
高
齢
の
た
め
交
通
手

段
が
な
い
方
も
多
い
。
手
塩
に
掛

け
て
作
ら
れ
た
野
菜
等
を
物
産

館
で
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
生
産
物
等

を
集
荷
し
、
物
産
館
へ
の
出
荷
・

陳
列
を
担
う
人
材
と
し
て
地
域
お

こ
し
協
力
隊
等
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

教 育
産 業

物
産
館
の
発
展
へ

　
　
　
　
町
内
会
員
を
増
や
す
工
夫
を

令和２年度 令和元年度 平成30年度

レジ売上高 69,351,799円 74,117,508円 79,718,131円

販売手数料 13,015,594円 13,249,064円 14,256,280円

（表１）レジ売上高、販売手数料表

（表２）出荷協議会の入会金等
区分 入会金 年会費 販売手数料

町内
個人 5,000 円 2,000 円 冷蔵庫を使用しない商品　18％

冷蔵庫を使用する商品　　23％法人 5,000 円 2,000 円

町外
個人 5,000 円 2,000 円 冷蔵庫を使用しない商品　23％

冷蔵庫を使用する商品　　28％法人 5,000 円 4,000 円
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町内の巡回活動
定期的に議員全員で町内を巡回し、道路等の危険箇所を調査しています。
調査後、意見の集約を行い、町の所管課へ改善要求を行っています。

★巡回23回目★
令和３年８月４日

　巡回地 
池之原、永峯、新川西地区

危険箇所等調査してもらいたい所がありましたらご連絡ください。
【 連絡先 】東串良町議会事務局　☎０９９４－６３－３１３２

▲歩行者の安全対策が望まれる歩道。
　（池之原小学校裏門）
➡�９月議会で、ポストコーンを設置するための
予算を決めました。

▲枝が伐採され信号機が見えるようになった。 ▲�木が生い茂り、信号機が見えない。（池之原下）

ポストコーンの
イメージ

▲道路カーブに電柱があり危ない。
　（廣田神社裏の通り）
➡�９月議会で電柱を移設するため
の予算を決めました。

改善

▲�県道柏原池之原線は歩道が途切れていて危ない。�
（新川西交差点付近）

▲�児童がよく通る道だが、横断歩道がないため危ない。
（池之原中公民館近く三叉路）

高さ15㎝高さ15㎝
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議会だよりクイズ　第17弾

【応募方法】
●�郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局ま
でお送りください。
　・クイズの答え
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・�議会だよりの感想や、町政に対するご意見、
議会へのご要望など

　　（ひとことでもいいです。）
●�１家族につき、１枚の応募とさせていただきます。
●�正解者の中から抽選により、３人の方に図書
カードをお送りします。
●�しめきりは、令和３年12月10日（金）です。（当日
消印有効）
●�あて先　
　�〒893-1693　東串良町川西1543�
東串良町議会事務局
※�なお、正解者は、本人が特定されない範囲内で
掲載させていただきます。

議会だよりクイズ第16弾の答え
問題�　東串良町の令和３年度　一般会計当初予算
（町で使うお金）はいくらだったでしょうか？

答え　③約53億円
　応募総数３通、正解者３人、正解者３人に図書
カードを進呈しました。（池之原・６歳・男性）、（池
之原・８歳・男性）、（川東、14歳、男性）

串良川上流の細山田・林田に堰
せき
を設け、

今の新川西の小新地まで約10㎞の用
水路ができ、広大な水田開発がなされ
ました。稲作が本格的に始まったのは
いつ頃でしょうか？
①1600年代（江戸の頃）
②1800年代（明治の頃）
③2000年代（平成の頃）

ふるって

ご応募く
ださい！

正解者に
は

抽選で

図書カー
ド進呈！

例えば
　１．この町に住んで感じること
　２．議会を傍聴して（感想等）
　３．将来の夢
　４．東串良町の未来図（図画）
　５．自慢のワンショット写真　
　６．イラスト（自作に限る）・・・・・・・・・・・など
【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネーム
【応 募 先】〒893-1693 東串良町川西1543番地  東串良町議会事務局
　　　　　 メールアドレス：gikai ＠ higashikushira.com
【しめきり】令和４年１月７日（金）必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。

●�議会だより「東くしら」
に採用された方には、
図書カードをお送りし
ます。

●�応募作品は、第152号
（２月発行）で掲載する
予定です。

投　稿
まって
まーす！

議会だよりに投稿しませんか
１～３の文字数については、
500字以内でお願いします。
なお、添削する場合があります。

23 東くしら町議会だより



本誌掲載写真は写っている方に無料でお分けします。　お問い合わせ先／東串良町議会事務局　☎６３−３１３２ 24

編
集
後
記

Vol.33

輪
和
話
の
ひ
ろ
ば

わ

わ

わ

　

今
回
紹
介
す
る
「
池
之
原
水
泳

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
は
、
１
９
７�

７
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は

１
年
生
～
６
年
生
ま
で
の
32
名
が

放
課
後
、
人
格
形
成
と
体
力
向
上

を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

水
泳
の
指
導
は
、
団
長
と
育
成

会
長
を
は
じ
め
、
保
護
者
が
、
交

代
で
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
～
８
月

の
夏
季
期
間
は
、
水
泳
の
練
習
を

行
い
ま
す
。
夏
季
以
外
の
期
間
は
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
等
を
中
心
と
し
た
体

力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

練
習
の
や
り
が
い
は
、
子
ど
も

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の

「
ひ
ろ
が
り
」
や
「
つ
な

が
り
」
を
伝
え
る
目
的
で

企
画
し
ま
し
た
。
名
付
け

て
『
輪
和
話
の
ひ
ろ
ば
』

で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場

し
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と

議
会
だ
よ
り
を
身
近
に
感

じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
一
報
い
た
だ

け
れ
ば
取
材
に
伺
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
練
習
を
見
守

る
保
護
者
も
タ
イ
ム
が
１
秒
で
も

短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
喜

び
で
あ
り
、
楽
し
み
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
強

い
味
方
が
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ

は
、
池
之
原
小
学
校
を
卒
業
し
た

中
学
生
や
高
校
生
の
先
輩
た
ち
で

す
。「
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
指
導

や
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
こ
の
少
年
団

に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
」
と
保
護
者
の
方
が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
保
護
者

に
尋
ね
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
で
、

い
ろ
い
ろ
な
大
会
が
中
止
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を

発
揮
す
る
場
が
な
い
の
で
す
が
、

伝
統
を
守
り
、
元
気
で
明
る
い
子

ど
も
た
ち
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

～　
ひ
と
こ
と　
～

　
愛
情
あ
ふ
れ
た
親
に
囲
ま
れ
た
こ

の
池
之
原
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か

ら
、
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
が

出
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材　
児
玉　
勇
治
）

６月～８月はプールでの練習に励む

がんばれ！池之原水泳スポーツ少年団！

　

去
年
の
同
時
期
の
同
議
会
だ
よ

り
で
こ
の
編
集
後
記
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
で

議
会
の
出
張
や
研
修
が
ほ
と
ん
ど

中
止
、
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
議
員
活

動
が
停
止
し
て
い
る
旨
を
述
べ
て

い
た
。
そ
し
て
１
年
た
っ
た
現
在
、

ま
っ
た
く
同
じ
状
態
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
果
た
し

て
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
前
「
み
ん
な
で
語
ろ
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
町
民

の
方
か
ら
「
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
議

員
活
動
が
滞
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
た
。
厳
し
く
も
激
励
の
意
が
あ

る
と
受
け
止
め
、
こ
う
い
う
時
代

だ
か
ら
こ
そ
来
る
べ
き
時
代
を
見

据
え
、
研け

ん

鑽さ
ん

に
励
む
べ
き
と
考
え

た
。

（
瀨
戸
山　

譲
一
）

池
之
原
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

表紙の案内

　表紙の写真は、今年８月にピーマン農家として新たな一歩
を踏み出した林さんご夫婦です。佑樹さんはもともと自営業
がしたいという思いがあり、農業を始めたそうです。
　佑樹さんは「始める前は、１から10まで自分たちでしない
といけないという不安がありましたが、たくさんの先輩方に
アドバイスをもらいながら日々取り組んでいます。今は収穫
が楽しいです。」と話されました。

林 佑樹さん林 瑞菜さん

実家はピーマン

農家なんです！

収穫が
楽しいです！


